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１．和歌山県レクリエーション協会行事のお知らせ。 

   和歌山県レクリエーション協会から下記の行事案内が届きました。 

    スポーツチャンバラ活動が希薄な紀南地域での愛好者・支援者の集まりです。参加することが

この地域での活動拠点造りの契機になるかも知れません。 

①和歌山県レクリエーション愛好者の集い（申込締切日 2月 6日） 

2 月 14 日(土):午前 9時 30 分～午後 4時 15 分 「和歌山県立潮岬青少年の家」 

参加費 450 円 

情報交換交流会 午後 5時 30 分～7時 30 分 参加費 3,000 円（宿泊付き 4,400 円） 

      ②和歌山県高齢者レクリエーション支援者研修会（申込締切日 2月 6日） 

2 月 15 日(日):午前 9時 30 分～午後 3時 45 分  「和歌山県立潮岬青少年の家」 

参加費 1,000 円 

２．「孫市まつり」への協力参加。 

   今年も「孫市の会」から“孫市まつり”会場へのスポーツチャンバラ・コーナー設営依頼が

来ました。昨年（3 月 30 日に実施。）は大阪協会が窓口・主担でしたが、今年からは和歌山県

協会が窓口・主担となりました。前回はあいにくの雨天の中でしたが、今回こそは晴天の桜花

の下で思い切りスポーツチャンバラの楽しさ・面白さを皆さんに満喫して頂きたいものです。

また、この催しを和歌山県協会の定例行事に育て上げることに期待しています。 

日時:3 月 29 日（日）の午前 11 時～午後 3時。 

場所:鷺森別院周辺。 

３．第 3期定時総会及び第 5回和歌山大会の反省会。 

   既報のとおり、総会と反省会を下記の要領で開催しますので、御出席下さい。 

        日時:2 月 10 日（火）の午後 7時から 9時。 

場所：本町道場（福森理事管下） 

 

          ☪「二刀流の真意」☆ 

        二天一流は二刀のための二刀流ではなく、片手剣法を習い覚えるための二刀流である。 

     ＜中略＞戦場においては、どのような状況でも戦えなければなりません。もし二刀が使え 

るならその利を最大限に活かして二刀で戦い、仮に一刀しか使えなければ一刀で、小太刀 

しか使えなければ小太刀で、さらに刀が使えなければ他の道具でというように、武士なら 

ばその場その時の状況に応じて常にでき得る限りの働きができなければなりません。その 

ために日頃の稽古では、腰にたばさむ大小二刀を両手に持ち、それらを自在に扱えるよう 

に鍛錬することによって、あらゆる場面に対応できる剣の技術を習得するというのが、二 

天一流が二刀を用いる真意です。 

(中村天信監修・佐々木博嗣編集「剣道二刀流の技と理論」スキージャーナル㈱発行 より抜粋) 
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